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種子島と馬毛島から得られた初記録の魚類 24種

本村浩之 1・佐藤智水 2

The total number of fish species previously recorded from 
Tanega-shima and Mage-shima islands (both and other seven 
islands belonging to the Osumi Group) was 1,184. Thirteen and 
11 species were recorded from Tanega-shima and Mage-shima 
islands, respectively, for the first time in this study, 15 of these 
being recorded for the first time on both islands. Thus, the total 
number of recorded fish species on the two islands is now 1,199. 
Of the 15 newly recorded species, Hippocampus japapigu Short, 
Smith, Motomura, Harasti and Hamilton, 2018 (Syngnathidae) 
and Bathygobius petrophilus (Bleeker, 1853) (Gobiidae) from 
Tanega-shima island represent the first records of both species in 
the Osumi Group. Three species of Pomacentrus taeniometopon 
Bleeker, 1852 (Pomacentridae), Minysynchiropus kiyoae (Fricke 
and Zaiser, 1983) (Callionymidae), and Tomiyamichthys emilyae 
Allen, Erdmann and Utama, 2019 (Gobiidae), previously re-
ported only from underwater photographs in the Osumi Group, 
were recorded from Tanega-shima island on the basis of voucher 
specimens in this study. Opistognathus variabilis Smith-Vaniz, 
2009 (Opistognathidae) from off Mage-shima island represents 
the northernmost record for this species.
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 Abstract

Motomura (2023a)は種子島と馬毛島から得られた約

10,300標本，および 1904年から 2023年 7月にかけて出版

された魚類の記録を再検討し，両島から 536種の初記録を

含む 167科 538属 1,181種を報告した．その後，Motomura 

(2023b)はMotomura (2023a)の魚類リストを再集計し，種

子島と馬毛島から記録された魚類は 168科 538属 1,179種

であったと正した．なお，種子島の魚類相の特徴とその

形成史についてはMotomura and Matsunuma (2022)や本村

（2024）に詳述されている．

Motomura (2023a, b)が出版された後，2023年 8月に

Kobayashi and Sato (2023)は種子島宮瀬川産の 1標本（体

長 29.8 mm）を含む 35標本に基づき，カワアナゴ科

のヤミマダラハゼ Ophiocara macrostoma Kobayashi and 

Sato, 2023を新種記載した．2023年 11月には馬毛島産

の 1標本（47.9 mm）を含む 38標本に基づきホムラカサ

ゴ Neomerinthe ignea Matsumoto, Muto and Motomura, 2023

が新種として記載された（Matsumoto et al., 2023）．百瀬

（2024）はヒメハゼ属の一種 B Favonigobius sp. B（4標本：

20.2–22.8 mm）を初めて種子島から記録した．緒方（2023, 

2024）は水中写真に基づき，西之表市からそれぞれハナ

ヒゲウツボとクマドリカエルアンコウを報告した．Koeda 

and Bessho-Uehara (2024)は日本と台湾におけるハタンポ

属の分類学的再検討の中で，これまで種子島からミナミ

ハタンポ Pempheris schwenkii Bleeker, 1855として記録さ

れていたものの中にミズホハタンポ Pempheris xanthoptera 

Tominaga, 1963が含まれることを報告した．

一方，Motomura (2023a)が種子島からイネゴチ Cociella 

crocodila (Cuvier, 1829)として報告した 1標本（KAUM–

I. 98957，体長 120.0 mm）は，ササノハゴチ Rogadius 

patriciae Knapp, 1987に再同定された（松沼瑞樹氏，私信；

本研究）．ササノハゴチは別の標本に基づいて既に種子島

から記録されており，イネゴチの種子島からの記録はなく

なった．Motomura (2023a, b)以降，上記の 6種が追加で記

録され，1種の記録がなくなったため，現時点での種子島・

馬毛島の魚類は 1,184種である．

なお，Fujiwara et al. (2023)は Motomura (2023a)が馬毛

島沖から記録したアゴアマダイ属の一種 Opistognathus sp. 

1（2標本）を含む 3標本に基づき新種シラタマアゴアマ

ダイOpistognathus ctenion Fujiwara, Motomura and Shinohara, 

2023を記載した．Motomura (2023a)は西之表市と中種

子町からヘビギンポ科のクサギンポを Enneapterygius 

philippinus (Peters, 1868) として報告したが，Dewa et al. 

(2023)の分類学的再検討によって，クサギンポの学名
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は Enneapterygius minutus (Günther, 1877)となり，真の E. 

philippinusは日本からの記録がないことが明らかになっ

た．Suzuki and Kimura (2023)はMotomura (2023a)が種子島

から報告したイトヒキヒイラギ Equulites leuciscus (Günther, 

1860)（3標本）をワモンイトヒキヒイラギ Equulites 

oblongus (Valenciennes, 1835)に再同定するともに，種子島

産の 13追加標本を報告した．Hata and Motomura (2024)は

Motomura (2023a)が種子島全域から記録したヤッコエイ

Neotrygon orientalis Last, White and Serét, 2016（23標本）を

Neotrygon yakkoei Hata and Motomura, 2024として新種記載

した．Sato and Motomura (2024)は Motomura (2023a)が種

子島と馬毛島から記録したコバンハゼ属の一種 Gobiodon 

sp. 9（3標本）に馬毛島産 1標本を加えたタイプシリーズ

37標本に基づきアカネコバンハゼGobiodon spadix Sato and 

Motomura, 2024を新種として記載した．Motomura (2023a)

は西之表市と中種子町から 9個体のミヤコベラ Choerodon 

robustus (Günther, 1862)を記録したが，古𣘺ほか（2025）

はこれらをキスジイラ Choerodon zamboangae (Seale and 

Bean, 1907)に再同定した．

Motomura (2023a)の後，鹿児島大学総合研究博物館に

よる種子島調査および種子島産魚類の寄贈によって 93個

体の魚類と複数の水中写真が得られた．これらの標本や画

像資料を同定し検討したところ，種子島から 13種，馬毛

島から 11種の初記録種が確認されたため，ここに報告す

る．

材料と方法
標準体長は体長または SLと表記した．体長の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mm単位まで行った．リスト中の各種の

学名と科の掲載順は本村（2025）にしたがった．「分布」

の項目には原則として種子島・馬毛島が含まれる大隅諸島

内における記録を記載したが，日本国内における記録が乏

しい種については国内の分布記録の記述も含めた．標本の

作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠

した．本報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，KAUMに登録された標本の

生鮮時の写真は同機関のデータベースに登録されている．

標本，生鮮時の写真，および遺伝子解析用組織切片は同一

の番号（KAUM–I.）で管理されている．標本を伴わない

生時の写真は KAUMの写真データベースに KAUM–II.と

して登録されている．

種子島・馬毛島から得られた魚類リスト
エソ科 Synodontidae

Synodus variegatus (Lacepède, 1803)

ヒトスジエソ　（Fig. 1A）
標本　KAUM–I. 189580，体長 170.5 mm，KAUM–I. 189581，

体長 134.4 mm，馬毛島沖，水深 20 m，釣り，2023年 6月 13日，

美座忠一．

分布　大隅諸島においては竹島，硫黄島，黒島，口
永良部島，屋久島，および種子島から記録されていた

（Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Jeong and 

Motomura, 2021; Motomura, 2023a）．本研究によって馬毛島

沖からも記録された．

Trachinocephalus trachinus (Temminck and Schlegel, 

1846)

オキエソ　（Fig. 1B）
標本　KAUM–I. 189582，体長 147.3 mm，馬毛島沖，水

深 20 m，釣り，2023年 6月 13日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては口永良部島，屋久島（目視
記録で標本や写真はない），および種子島のみから記録さ

れていた（市川ほか，1992；木村ほか，2017; Motomura, 

2023a）．本研究によって馬毛島沖からも記録された．

カエルアンコウ科 Antennariidae

Histrio histrio (Linnaeus, 1758)

ハナオコゼ　（Fig. 1C）
標本　KAUM–I. 189579，体長 61.1 mm，馬毛島沖，水

深 0.1 m，手網，2023年 6月 7日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては硫黄島，屋久島，および
種子島のみから記録されていた（吉田，2013; Motomura 

and Harazaki, 2017; Jeong and Motomura, 2021; Motomura, 

2023a）．本研究によって馬毛島沖からも記録された．

ヨウジウオ科 Syngnathidae

Hippocampus japapigu Short, Smith, Motomura, Harasti 

and Hamilton, 2018

ハチジョウタツ　（Fig. 1D）
標本　KAUM–I. 211030，体長 8.8 mm，種子島（西之表

市上古田沖），30°48′20″N, 131°01′18″E，水深 20 m，手網，

2024年 7月 28日，佐藤智水．

分布　日本固有種とされ，伊豆諸島，小笠原諸島，相
模湾から薩摩半島南端（水中写真のみ）にかけて記録され

ていた（Short et al., 2018；田代・山田，2022）．本研究によっ

て種子島からも記録された．本標本は本種の大隅諸島から

の初めての記録となる．

フサカサゴ科 Scorpaenidae

Caracanthus maculatus (Gray, 1831)

ダンゴオコゼ　（Fig. 1E）
写真　KAUM–II. 613，種子島（西之表市浦田），2011

年 11月 4日，槐島光次郎．

分布　大隅諸島においては口永良部島と屋久島のみか
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Fig. 1. Fishes from Tanega-shima (TSI) and Mage-shima (MSI) islands, Osumi Group, Kagoshima Prefecture, Japan. A: Synodus 
variegatus (Synodontidae), KAUM–I. 189580, 170.5 mm SL, MSI; B: Trachinocephalus trachinus (Synodontidae), KAUM–I. 
189582, 147.3 mm SL, MSI; C: Histrio histrio (Antennariidae), KAUM–I. 189579, 61.1 mm SL, MSI; D: Hippocampus japa-
pigu (Syngnathidae), KAUM–I. 211030, 8.8 mm SL, TSI; E: Caracanthus maculatus (Scorpaenidae), KAUM–II. 613, TSI; F: 
Opistognathus variabilis (Opistognathidae), KAUM–I. 189575, 82.6 mm SL, MSI; G: Pentapodus aureofasciatus (Nemipteridae), 
KAUM–I. 211526, 113.9 mm SL, MSI; H: Gymnocranius griseus (Lethrinidae), KAUM–I. 192175, 210.1 mm SL, MSI; I: Poma-
centrus taeniometopon (Pomacentridae), KAUM–I. 187812, 93.6 mm SL, TSI.
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ら記録されていた（Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017）．写真のみであるものの本研究によって種子島から

も記録された．

アゴアマダイ科 Opistognathidae

Opistognathus variabilis Smith-Vaniz, 2009

シシダマオオクチアマダイ　（Fig. 1F）
標本　KAUM–I. 189575，体長 82.6 mm，馬毛島沖，水

深 20 m，釣り，2023年 6月 13日，美座忠一．

分布　日本国内においては口永良部島，屋久島，座間
味島（水中写真），久米島（水中写真），西表島（水中写

真），および与那国島から記録されていた（Smith-Vaniz, 

2009, 2023；日比野ほか，2016; Koeda et al., 2016；木村ほか，

2017；古𣘺ほか，2021）．本研究によって馬毛島沖からも

記録された．本標本は本種の分布の北限記録となる．

イトヨリダイ科 Nemipteridae

Pentapodus aureofasciatus Russell, 2001

ヤクシマキツネウオ　（Fig. 1G）
標本　KAUM–I. 211526，体長 113.9 mm，馬毛島沖，水

深 25 m，釣り，2024年 11月 21日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては硫黄島（水中写真のみ），
口永良部島，および屋久島のみから記録されていた

（Motomura and Harazaki, 2007, 2017；本村，2013；木村ほか，

2017; Jeong and Motomura, 2021）．本研究によって馬毛島沖

からも記録された．なお，木村ほか（2017）は本種の分布

域に三島村の黒島を含めたが，その根拠は示されてない．

フエフキダイ科 Lethrinidae

Gymnocranius griseus (Temminck and Schlegel, 1843)

メイチダイ　（Fig. 1H）
標本　KAUM–I. 192175，体長 210.1 mm，馬毛島沖，水

深 40–50 m，釣り，2023年 10月 18日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては竹島，黒島，屋久島，およ
び種子島のみから記録されていた（Motomura and Harazaki, 

2017； 望 月 ほ か，2022； 出 羽 ほ か，2022; Motomura, 

2023a）．本研究によって馬毛島沖からも記録された．

スズメダイ科 Pomacentridae

Pomacentrus taeniometopon Bleeker, 1852

スミゾメスズメダイ　（Fig. 1I）
標本　KAUM–I. 187812，体長 93.6 mm，種子島（西

之表市西町西之表港），30°44′06″N, 130°59′34″E，水深

1 m， 釣 り，2023 年 7 月 23 日， 桜 井　 雄；KAUM–I. 

211569，体長 93.5 mm，種子島（西之表市西町西之表港），

30°44′07″N, 130°59′34″E，水深 1.5 m，釣り，2024年 9月

21日，桜井　雄．

分布　大隅諸島においては屋久島（水中写真のみ）か
らのみ記録されていた（Motomura and Harazaki, 2017）．本

研究によって種子島から採集され，本種の標本に基づく大

隅諸島からの初めての記録となった．

ベラ科 Labridae

Coris batuensis (Bleeker, 1856)

シチセンムスメベラ　（Fig. 2A）
写真　KAUM–II. 611，種子島（中種子町犬城），2009

年 11月 21日，槐島光次郎；KAUM–II. 612，種子島（中

種子町犬城），2010年 1月 30日，槐島光次郎．

分布　大隅諸島においては屋久島から水中写真のみが
記録されていた（西山・本村，2012）．写真のみであるも

のの本研究によって種子島からも記録された．

Iniistius celebicus (Bleeker, 1856)

ホウキボシテンス　（Fig. 2B）
標本　KAUM–I. 211530，体長 167.9 mm，馬毛島沖，水

深 20 m，釣り，2024年 1月 17日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては口永良部島，屋久島，およ
び種子島のみから記録されていた（Motomura and Harazaki, 

2017；木村ほか，2017; Motomura, 2023a）．本研究によっ

て馬毛島沖からも記録された．

Iniistius pavo (Valenciennes, 1840)

ホシテンス　（Fig. 2C）
標本　KAUM–I. 189577，体長 199.9 mm，馬毛島沖，水

深 20 m，釣り，2023年 6月 13日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては昭和硫黄島（水中写真のみ），
口永良部島，屋久島，および種子島のみから記録されてい

た（片山，2013; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Jeong and Motomura, 2021; Motomura, 2023a）．本研究

によって馬毛島沖からも記録された．

Iniistius twistii (Bleeker, 1856)

ヒノマルテンス　（Fig. 2D）
標本　KAUM–I. 192177，体長 189.8 mm，KAUM–I. 192178，

体長 189.3 mm，馬毛島沖，水深 40 m，釣り，2023年 11月 2日，

美座忠一．

分布　大隅諸島においては屋久島のみから記録されて
いた（Motomura and Harazaki, 2017）．本研究によって馬毛

島沖からも記録された．

Novaculops sciistius (Jordan and Thompson, 1914)

テンスモドキ　（Fig. 2E）
標本　KAUM–I. 211527，体長 134.0 mm，馬毛島沖，水

深 25 m，釣り，2024年 5月 25日，美座忠一．
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分布　大隅諸島においては口永良部島，屋久島（写真
のみ），および種子島のみから記録されていた（西山・本

村，2012；木村ほか，2017; Motomura, 2023a）．本研究によっ

て馬毛島沖からも記録された．

Fig. 2. Fishes from Tanega-shima (TSI) and Mage-shima (MSI) islands, Osumi Group, Kagoshima Prefecture, Japan. A: Coris batu-
ensis (Labridae), KAUM–II. 611, TSI; B: Iniistius celebicus (Labridae), KAUM–I. 211530, 167.9 mm SL, MSI; C: Iniistius pavo 
(Labridae), KAUM–I. 189577, 199.9 mm SL, MSI; D: Iniistius twistii (Labridae), KAUM–I. 192177, 189.8 mm SL, MSI; E: No-
vaculops sciistius (Labridae), KAUM–I. 211527, 134.0 mm SL, MSI; F: Oxycheilinus bimaculatus (Labridae), KAUM–I. 211525, 
90.6 mm SL, MSI; G: Minysynchiropus kiyoae (Callionymidae), KAUM–I. 211049, 18.3 mm SL, TSI; H: Bathygobius petrophi-
lus (Gobiidae), KAUM–I. 211062, 33.3 mm SL, TSI; I: Bryaninops yongei (Gobiidae), KAUM–I. 211056, 19.1 mm SL, TSI; J: 
Fusigobius melacron (Gobiidae), KAUM–I. 211051, 26.2 mm SL, TSI; K: Grallenia arenicola (Gobiidae), KAUM–I. 211053, 
13.6 mm SL, TSI.



Ichthy 52 ǀ 2025 ǀ 6

Motomura and Sato — New records of fishes from Tanega-shima and Mage-shima islands

Oxycheilinus bimaculatus (Valenciennes, 1840)

タコベラ　（Fig. 2F）
標本　KAUM–I. 211525，体長 90.6 mm，馬毛島沖，水

深 14 m，釣り，2024年 2月 17日，美座忠一．

分布　大隅諸島においては硫黄島，屋久島，および
種子島のみから記録されていた（Motomura and Harazaki, 

2017; Jeong and Motomura, 2021; Motomura, 2023a）．本研究

によって馬毛島沖からも記録された．

ネズッポ科 Callionymidae

Minysynchiropus kiyoae (Fricke and Zaiser, 1983)

ヒメテグリ　（Fig. 2G）
標本　KAUM–I. 211049，体長 18.3 mm，種子島（西之

表市上古田漁港内），30°48′16″N, 131°01′23″E，水深 5 m，

手網，2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては屋久島（目視記録で標本や
写真はない）のみから記録されていた（国安，1999）．本

研究によって種子島から初めて記録され，同時に本種の大

隅諸島における初めての標本に基づく確かな記録となっ

た．

ハゼ科 Gobiidae

Bathygobius petrophilus (Bleeker, 1853)

シジミハゼ　（Fig. 2H）
標本　KAUM–I. 211062，体長 33.3 mm，種子島（西之

表市国上浦田沖），30°49′27″N, 131°02′18″E，水深 5 m，手網，

2024年 7月 30日，佐藤智水．

分布　大隅諸島からの記録はなく，本標本が種子島な
らびに大隅諸島における本種の初めての記録となった．

Bryaninops yongei (Davis and Cohen, 1969)

ガラスハゼ　（Fig. 2I）
標本　KAUM–I. 211056，体長 19.1 mm，種子島（西之

表市上古田沖），30°48′20″N, 131°01′18″E，水深 15 m，手網，

2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては口永良部島と屋久島（目視
記録で標本や写真はない）のみから記録されていた（市川

ほか，1992；国安，1999；木村ほか，2017）．本研究によっ

て種子島からも記録された．

Fusigobius melacron (Randall, 2001)

ツマグロサンカクハゼ　（Fig. 2J）
標本　KAUM–I. 211051，体長 26.2 mm，種子島（西之

表市上古田沖），30°48′20″N, 131°01′18″E，水深 20 m，手網，

2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては口永良部島と屋久島のみか
ら記録されていた（Motomura and Harazaki, 2017；阿部ほか，

2024）．本研究によって種子島からも記録された．

Grallenia arenicola Shibukawa and Iwata, 2007

サザレハゼ　（Fig. 2K）
標本　KAUM–I. 211052，体長 10.7 mm，KAUM–I. 211053，

体長 13.6 mm，種子島（西之表市上古田沖），30°48′20″N, 

131°01′18″E，水深 20 m，手網，2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては硫黄島（水中写真）と屋久
島のみから記録されていた（Motomura and Harazaki, 2017; 

Jeong and Motomura, 2021）．本研究によって種子島からも

記録された．

Istigobius goldmanni (Bleeker, 1852)

ヒメカザリハゼ　（Fig. 3A）
標本　KAUM–I. 211054，体長 12.7 mm，KAUM–I. 211061，

体長 22.0 mm，種子島（西之表市上古田沖），30°48′20″N, 

131°01′18″E，水深 20 m，手網，2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては屋久島のみから記録されて
いた（Motomura and Harazaki, 2017）．本研究によって種子

島からも記録された．

Oplopomus oplopomus (Valenciennes, 1837)

ケショウハゼ　（Fig. 3B）
標本　KAUM–I. 211042，体長 21.3 mm，種子島（西之

表市上古田漁港内），30°48′14″N, 131°01′21″E，水深 5 m，

手網，2024年 7月 28日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては口永良部島と屋久島（水
中写真のみ）からのみ記録されていた（Motomura and 

Harazaki, 2017；木村ほか，2017）．本研究によって種子島

からも記録された．

Tomiyamichthys emilyae Allen, Erdmann and Utama, 2019

ホタテツノハゼ　（Fig. 3C）
標本　KAUM–I. 211047，体長 43.9 mm，種子島（西之

表市上古田沖），30°48′20″N, 131°01′18″E，水深 20 m，手網，

2024年 7月 29日，佐藤智水．

分布　大隅諸島においては硫黄島と屋久島から水中写
真に基づき記録されていた（Motomura et al., 2010; Jeong 

and Motomura, 2021）．本研究によって種子島からも記録さ

れた．大隅諸島における標本に基づく本種の初めての記録

となった．

Trimma macrophthalmum (Tomiyama, 1936)

オオメハゼ　（Fig. 3D）
標本　KAUM–I. 211033，体長 16.5 mm，種子島（西之

表市上古田沖），30°48′20″N, 131°01′18″E，水深 20 m，手網，

2024年 7月 28日，佐藤智水．
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分布　大隅諸島においては竹島，硫黄島，黒島，口
永良部島，屋久島，および馬毛島から記録されていた

（Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，2017; Jeong and 

Motomura, 2021; Motomura, 2023a）．本研究によって種子島

からも記録された．

序文に示したように，これまでに種子島・馬毛島から

記録されていた魚類は 1,184種であった．本研究によって

種子島と馬毛島から新たにそれぞれ 13種と 11種が記録さ

れ，そのうち両島ともに初めての記録となるのは 15種で

あった．したがって，種子島・馬毛島における魚類の記録

総種数は 1,199となった．

上記 15種のうち，種子島から得られたハチジョウタツ

とシジミハゼは大隅諸島における両種の初めての記録と

なった．種子島から得られたスミゾメスズメダイ，ヒメテ

グリ，およびホタテツノハゼの 3種は，これまでに大隅諸

島にいては水中写真のみが報告されていたが，本研究にお

いて標本に基づく大隅諸島からの初めての記録となった．

また，馬毛島沖から得られたシシダマオオクチアマダイは

本種の分布の北限記録となった．

なお，これまで種子島からは水中写真のみに基づく記

録が知られていた以下の 4種の標本が Motomura (2023a)

以降の調査によって種子島の西之表市上古田漁港内か

ら得られた―ミスジリュウキュウスズメダイ Dascyllus 

aruanus (Linnaeus, 1758): KAUM–I. 211039，体長 40.7 mm；

クロホシハゼ Cryptocentrus nigrocellatus (Yanagisawa, 1978): 

KAUM–I. 211035，体長 58.0 mm；シノビハゼ Ctenogobiops 

pomastictus Lubbock and Polunin, 1977: KAUM–I. 211027，体

長 53.7 mm；コモンヤツシハゼ Vanderhorstia sp. 2: KAUM–

I. 211038，体長 42.6 mm．
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Fig. 3. Fishes from Tanega-shima island, Osumi Group, Kagoshima Prefecture, Japan. A: Istigobius goldmanni (Gobiidae), KAUM–I. 
211061, 22.0 mm SL; B: Oplopomus oplopomus (Gobiidae), KAUM–I. 211042, 21.3 mm SL; C: Tomiyamichthys emilyae (Gobii-
dae), KAUM–I. 211047, 43.9 mm SL; D: Trimma macrophthalmum (Gobiidae), KAUM–I. 211033, 16.5 mm SL.
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https://www.jstage.jst.go.jp/article/jji/63/1/63_63-33/_pdf/-char/ja
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2021_10_FishesMishima.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/Ioujima_high_res.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2017_12_Kuchinoerabu_withErratum_highres.pdf
https://doi.org/10.3897/zookeys.1220.126762
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2016_09_Fishes_Yonaguni_highres.pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ichthy/23/0/23_19/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/ichthy/45/0/45_19/_pdf/-char/ja
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/FishCollectionManual.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/Ioujima_high_res.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2023_08_Tanegashima_fishes.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2023_08_Tanegashima_fishes_Erratum.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/jaf.html
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/2017_02_Fishes_Yakushima_highres.pdf
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/YakushimaText_high.pdf
https://zookeys.pensoft.net/article/24799/download/pdf/288527
https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/staff/motomura/Ioujima_high_res.pdf

